
 
 
 

2019 年９月２日 

各 位 

株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス 

代 表 取 締 役 社 長  上 原  弘 久 

(コード番号：8795 東証第一部) 

 

フランスの資産運用会社 Tikehau Capital 社との資本業務提携契約の締結 

 

Ｔ＆Ｄ保険グループの株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス（社長 上原 弘久）は、本日、フラン

スの資産運用会社である Tikehau Capital SCA（以下「ティケオー・キャピタル社」）と資本業務

提携契約を締結いたしました。 

 

ティケオー・キャピタル社は、ユーロネクスト（パリ）に上場する運用資産 234 億ユーロ（2019

年６月 30 日現在）、株主資本 30 億ユーロ（2019 年３月 31 日現在 ※2019 年６月の増資を含む）

を有する欧州の有力な資産運用会社です。ティケオー・キャピタル社は、主に子会社の Tikehau 

Investment Management SAS（以下「ティケオーＩＭ社」）を通じて、機関投資家・個人投資家向

けに、様々なオルタナティブ資産（プライベートデット、不動産、プライベートエクイティ、流

動性資産）の運用を行っています。 

 

本提携に基づき、当社グループのＴ＆Ｄアセットマネジメント株式会社は、ティケオーＩＭ社

運用商品のうち、低金利が続くなか年金基金等の運用として関心が高まりつつある「プライベー

トデット」商品を、日本の年金基金等へ提供します。さらに、ティケオーＩＭ社の他の運用商品

についても日本でのマーケティングにつき協働の可能性を今後両社で検討してまいります。 

また、この戦略的関係を一層強固なものとするため、当社グループのＴ＆Ｄユナイテッドキャ

ピタル株式会社が、ティケオー・キャピタル社へ出資を行います。 

 

当社は、本年６月３日に公表しました『Ｔ＆Ｄ保険グループ中期経営計画（2019-2021 年度）』

において、「事業ポートフォリオの多様化」をコアビジネスの強化と並ぶ成長の柱と位置づけ、ア

セットマネジメント事業やクローズドブック事業等への投資を通じた収益源泉の多様化に取り組

む方針としております。本件はその方針に基づく具体的な取組みとして推進してまいります。 

当社グループでは、今後も、生命保険事業との親和性が高い事業領域への戦略的投資を通じ、

中長期的なグループ収益の拡大を目指してまいります。 

 

以 上 
 

 

 

 

【お問合せ先】 

 株式会社Ｔ＆Ｄホールディングス 広報課 井本・勝呂 TEL 03-3272-6115 



【別 紙】 

１．提携先概要（2019 年６月末現在） 

（１）ティケオー・キャピタル社 

本 社 フランス パリ 

代 表 者 

（共同設立者） 
Antoine Flamarion、Mathieu Chabran 

設 立 2004 年 

上 場 ユーロネクスト（パリ） 

拠 点 
パリ、ロンドン、ブリュッセル、マドリード、ミラノ、ニューヨーク、

ソウル、シンガポール、東京 

主な運用戦略 

 プライベートデット運用 

 不動産運用 

 プライベートエクイティ運用 

 流動性資産（ハイイールド債、劣後債等）運用 

運用資産残高 

（グループ） 
約 234 億ユーロ（約 2.8 兆円／１ユーロ＝120 円換算） 

従業員数 

（グループ） 
約 480 人 

 

（２）ティケオーＩＭ社 

本 社 フランス パリ 

代 表 者 Bruno de Pampelonne 

設 立 2006 年 

親 会 社 ティケオー・キャピタル社（出資比率 100％） 

 

２．資本業務提携の当事者となる当社全額出資子会社 

Ｔ＆Ｄアセットマネジメント株式会社は、当社グループのアセットマネジメント事業を担う

中核会社として、投資信託事業および投資顧問事業を行っています。 

また、Ｔ＆Ｄユナイテッドキャピタル株式会社は、生命保険事業と親和性の高い事業領域へ

の投資（事業投資）を効果的・効率的に推進するため、本年６月に設立した投資子会社です。 

 

３．プライベートデット運用について 

プライベートデットとは、一般的に、ファンド等の銀行以外の主体による、信用力調査にノ

ウハウが必要となる格付けを自ら取得していない企業等を対象としたデットファイナンス（借

入金融）のことを言います。 

流動性は限られるものの、安定したインカムゲインと高いリスク調整後リターンが見込める

ため、投資家からはオルタナティブ投資の一分野として注目を集めています。 

ティケオー・キャピタル社はプライベートデット分野において欧州最大規模の運用体制を有

しています。信用力分析に強みがあり、現在運用を行っているファンドでも魅力的な利回りを

提供しています。 

以 上 


